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新
年
明
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か

な
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、
当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
事
業
運
営
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご

支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　

人
生
１
０
０
年
時
代
を
迎
え
た
と
い

わ
れ
る
今
日
、
健
康
寿
命
延
伸
（
フ
レ

イ
ル
予
防
）
と
し
て
必
要
な
こ
と
は
、

①
食
事
（
栄
養
）　

②
適
度
な
運
動　

③
社
会
参
加
が
大
切
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
毎
日
の
食
事
と
適
度
な
運
動
、
そ

し
て
孤
独
（
孤
立
）
な
生
活
を
送
ら
な

い
為
、
地
域
社
会
で
の
役
割
等
を
持

ち
、
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
す
る

こ
と
が
健
康
で
長
生
き
す
る
コ
ツ
な
の

で
す
。

　

当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
会

員
の
皆
様
が
持
っ
て
い
る
技
術
や
経
験

を
活
か
し
、
会
員
同
士
ふ
れ
あ
い
の
中

で
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
素
晴
ら
し

い
組
織
で
あ
る
と
共
に
、
会
員
の
健
康

寿
命
を
延
ば
す
役
割
も
担
っ
て
い
る
と

考
え
ま
す
。
ま
た
会
員
の
皆
様
に
は
、

地
域
社
会
貢
献
に
対
す
る
報
酬
、
年
金

プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
に
よ
り
生
き
生
き
と

し
た
豊
か
な
生
活
を
健
康
で
過
ご
す
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
当
セ
ン
タ
ー
重
点
目
標
と
し

て
は
、
「
自
主
・
自
立
、
共
働
・
共

助
」
の
基
本
理
念
の
下
「
会
員
拡
大
」

「
事
業
収
益
拡
大
」
「
安
全
就
業
確

保
」
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
又
、
今
年
の
大
き
な
課
題
と
し

て
、
昨
年
11
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
フ

リ
ー
ラ
ン
ス
法
の
対
応
で
す
。
法
で

は
、
会
員
に
就
業
条
件
の
事
前
明
示
が

う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
郵
送
等

で
行
う
と
す
れ
ば
事
務
量
の
増
加
と
共

に
多
大
な
経
費
が
掛
か
り
ま
す
。
当
セ

ン
タ
ー
で
は
、
ス
マ
ホ
（
携
帯
電
話
）

を
お
持
ち
の
会
員
の
皆
様
に
は
、
ｓ
ｍ

ｉ
ｌ
ｅ　
ｔ
ｏ　
ｓ
ｍ
ｉ
ｌ
ｅ
（
ス
マ

イ
ル　

ト
ゥ　

ス
マ
イ
ル
）
と
い
う
会

員
専
用
の
サ
イ
ト
を
活
用
し
て
就
業
条

件
の
事
前
通
知
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
登
録
が
ま
だ
の
会
員
の
方
は
、

当
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
の
上
、

登
録
し
て
い
た
だ
き
ま
す
様
お
願
い
し

ま
す
。

　

本
年
も
、
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
安
芸
高
田
市
、
関
係
機
関
、
賛
助

会
員
、
市
民
の
皆
様
の
期
待
に
応
え
、

公
益
社
団
法
人
と
し
て
信
頼
さ
れ
愛
さ

れ
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
し

て
、
会
員
・
役
職
員
が
一
体
と
な
り
事

業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
当
た
り
、
皆
様
が
ご
健
勝
で

ご
多
幸
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り

祈
念
し
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。
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年
頭
の
ご
挨
拶

年
頭
の
ご
挨
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

公
益
社
団
法
人
安
芸
高
田
市
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
会
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
よ
き
新
春
を
お
迎
え
に

な
ら
れ
た
こ
と
と
、
謹
ん
で
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

貴
セ
ン
タ
ー
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

日
頃
よ
り
高
齢
者
の
就
業
支
援
を
通

じ
、
地
域
社
会
の
活
性
化
、
福
祉
の
向

上
に
ご
貢
献
い
た
だ
い
て
お
り
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ど
う
か
今
後

と
も
、
皆
様
が
長
年
培
っ
て
こ
ら
れ

た
経
験
と
技
能
を
活
か
し
、活
力
あ
る

〝
地
域
社
会
づ
く
り
〟
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
の
元
日
は
能
登
半
島
地
震
が
発

生
、
翌
日
に
は
羽
田
空
港
で
日
航
機
と

海
上
保
安
機
の
衝
突
炎
上
な
ど
波
乱
の

年
明
け
と
な
り
ま
し
た
。
９
月
に
は
、

復
興
途
上
で
あ
る
能
登
半
島
を
記
録
的

豪
雨
が
襲
い
、
改
め
て
自
然
の
力
、
そ

し
て
地
域
の
絆
の
大
切
さ
を
実
感
い
た

し
ま
し
た
。犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
に
、

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

本
年
の
干
支
で
あ
る
巳
は
、
力
を
蓄

え
て
い
た
も
の
が
芽
を
出
す
「
起
点
」

の
年
、
脱
皮
す
る
特
性
と
併
せ
「
再
生

と
誕
生
」
を
意
味
す
る
年
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。こ
の
一
年
が
皆
様
に
と
っ
て
、

何
か
の
起
点
と
な
る
よ
う
な
、
飛
躍
の

一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
被
災
地
で
は
一
刻
も
早
い

再
生
・
復
興
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
心
よ

り
願
う
次
第
で
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
公
益
社
団
法
人 

安
芸
高
田
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
益
々
の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
方

の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
心
よ
り
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

公
益
社
団
法
人
安
芸
高
田
市
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
よ
り
高
齢
者
福
祉
の
増

進
及
び
地
域
社
会
の
活
性
化
に
大
き
な

役
割
を
果
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
深
く

敬
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
市
政
運
営

に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

安
芸
高
田
市
は
、
人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
弱
体

化
な
ど
多
く
の
課
題
が
山
積
し
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
状
況
に
お
い
て
も
、
誰

も
が
住
み
慣
れ
た
ふ
る
さ
と
「
安
芸
高

田
市
」
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
〝
あ
っ
た
か
い
ま
ち
〟
の
実
現
に
向

け
、
若
者
に
対
す
る
未
来
へ
の
投
資
に

加
え
元
気
な
シ
ニ
ア
世
代
を
応
援
す
る

取
り
組
み
に
も
力
を
入
れ
、
生
涯
現
役

で
活
躍
し
て
い
た
だ
け
る
環
境
を
整
え

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
上
で

も
、
会
員
の
皆
さ
ま
の
日
々
の
ご
活
躍

は
非
常
に
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。
引

き
続
き
お
力
添
え
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
公
益
社
団
法
人
安
芸
高
田

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
益
々
の

ご
発
展
と
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
を

心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

�

安
芸
高
田
市
議
会
議
長
　
石
飛
　
慶
久
　

年
頭
の
ご
挨
拶

年
頭
の
ご
挨
拶

年
頭
の
ご
挨
拶

年
頭
の
ご
挨
拶

�

安
芸
高
田
市
長
　
藤
本
　
悦
志
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　令和６年11月９日（土）に吉田運動公園で昨年に引き続き全６地域合同でのグラウンドゴ
ルフ大会を開催しました。
　参加者39名で、スタートは緊張気味でしたが、ゲームが始まると歓声や笑い声が飛び交い、
とても楽しみながらプレイできました。

各地域でもグラウンドゴルフ大会を開催しておりますので、
みなさんも声を掛け合って参加してみてください。

男性の部
　第１位　前　村　岑　男（甲　田）
　第２位　隅　田　克　良（吉　田）
　第３位　新　川　和　司（甲　田）
　第４位　大　山　正　夫（甲　田）
　第５位　川　元　竣　匝（美土里）

女性の部
　第１位　増　本　礼　子（甲　田）
　第２位　実　方　久美江（甲　田）
　第３位　石　田　恵　子（吉　田）
　第４位　河　野　加代子（吉　田）
　第５位　政　岡　ヤス子（甲　田）

互助会活動互助会活動

安芸高田市シルバー人材センター安芸高田市シルバー人材センター
グラウンドゴルフ大会グラウンドゴルフ大会

おめでとうございます。

入
賞
者
の
紹
介

第3回
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「シルバーの日」「シルバーの日」
ボランティア活動ボランティア活動

甲田町 令和６年10月27日　甲田中学校　剪定・除草・清掃　27名

ご協力ありがとうございました。
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　フリーランス法（特定受託事業者に係る取引の適正化等に関する法律）は、フリーランスの方が
安心して働ける環境の整備を目的に制定されたもので、請負や委任の形態で就業するシルバー会員
はこのフリーランスに該当します。
　この法律の施行によりセンターには、就業予定会員に仕事の内容・報酬等の就業条件を就業前に
明示することが義務付けられます。しかし、この就業条件を書面により明示する方法は、業務量及
び事務経費並びに事務処理時間の膨大な増加により円滑な事業運営に支障が生じることから、新た
な対応が必要となりました。

　フリーランス法における明示の方法として「電磁的記録」が規定され、全国的にも取組みが進め
られています。このためセンターでは、就業条件の明示を含むスムーズな事業運営に向けた取り組
みとして、スマホやパソコンを利用したコミュニケーションツールである「Smile to Smile (スマ
イル トゥ スマイル)」への登録をお願いしています。
※郵送や手渡しの方法では、就業条件の明示 (同意を含む) に時間を要するため、就業開始が遅く

なります。

　グループ就業では、就業予定会員全員への就業条件の明示と同意によりグループ員揃っての
就業が可能になります。スマイル トゥ スマイル登録によって、就業条件の明示を含む就業の
実施がスムーズになります。

【2024年（令和６年）11月１日施行】フリーランス法とは?

「就業条件の明示」にデジタル化が必要です!

フリーランス法施行とデジタル化
～新たな契約方法への移行～

グループ就業の流れについて

就業条件の明示と同意が必須 11月以降の就業の流れ

就業･見積依頼 就業予定会員へ
就業条件の明示

就業条件への
同意

見積作成
就業予定会員決定

リーダー 就業会員事務所 事務所

特　集

必須 必須

就
業
開
始

グループ全員の
登録を推奨！
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　センターでは、会員の皆さんへの配分金明細や事務連絡等の通知について、新年度から書類送付
を見直し、スマイル トゥ スマイルまたはホームページ掲載への移行を検討しています。
　フリーランス法や下記の新しい契約方法への対応を含め、業務効率化によるセンターの経営基盤
の強化のため『デジタル化の推進』は不可避です。会員の皆さんのご理解とご協力をお願いいたし
ます。

　厚生労働省からシルバー人材センター（以下「センター」という。）の契約方法について見直し
を行うよう方針が示されています。2025年（令和７年）４月以降、新たな契約方法への移行を順
次進めてまいりますのでご理解とご協力をお願いします。
　新たな契約方法は、発注者・センター・会員の三者間による包括契約です。
　　・形式的には、発注者と会員との間で契約関係が生じます。
　　・実務面では、現在と基本的に変わるところはありません。
　　　（センターは、発注者と会員の間に入って、様々な調整を行います。）

 スマイル トゥ スマイルの登録をお願いします!

 新たな契約方法への移行を検討しています!

新たな契約方法

請負委任契約関係 請負委任
契約関係

請負委任
契約関係

発注者と会員の間で契約が成立

条件
明示

同意

【具体】

発注者とセンターの間，センター
と会員の間で契約が成立契約関係 契約関係

利
用
申
込

業
務
委
託

サ
ポ
ー
ト

再
委
託

発注者 発注者

発注者

会　員

会　員

会　員事務所

事務所

事務所

１．契約の前提（三者が次のことに同意している。）
	 A）発注者はセンターを通じて会員とのマッチングを

依頼する。≪センター利用規約≫
	 B）センターが、就業条件の作成や委託料の代理請

求などをする。≪会員業務就業規約≫
２．発注者とセンター間で「センター利用契約」を締結す
る。

３．センターが会員に「会員業務仕様書」を明示し、会員
が同意することで契約が成立する。

現行の契約方法

スマイル トゥ スマイル未登録

●就業依頼（受注票）等の
確認が、郵送や手渡しに
なるため時間がかかる。
●書類の管理が大変!

スマイル トゥ スマイル登録

●就業依頼 (受注票)等の確
認が、依頼当日にできる!
●最新のセンターからのお
知らせが確認できる!
●配分金明細が毎月確認で
きる!

迅速!
簡単!

作業（マッチング）依頼

代理請求

会員業務仕様書請負委任契約

煩雑
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八
千
代
町　

黒
澤
九
州
男
（
四
月
）

高
宮
町　
　

安
田　
　

暁
（
十
一
月
）

甲
田
町　
　

地
戸
み
ど
り
（
十
一
月
）

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

お

悔

や

み

安芸高田市シルバー人材センター（シルバー安芸高田 第39号） 令和７（2025）年１月１日

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
配

分
金
収
入
は
税
法
上
「
雑
所
得
」

と
な
り
ま
す
。

　

雑
所
得
の
計
算
で
は
、
収
入
金

額
－

必
要
経
費
＝
所
得
金
額
と
な

り
ま
す
が
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
配
分
金
は
租
税
特
別
措
置

法
に
よ
り
、
最
高
55
万
円
の
必
要

経
費
を
控
除
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
給
与
収
入
や
事
業
収

入
が
あ
る
場
合
は
こ
れ
ら
の
必
要

経
費
も
合
わ
せ
て
55
万
円
が
上
限

と
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
税
務

署
や
市
役
所
税
務
課
へ
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
で
令
和
６
年
中
に
就
業
さ
れ

た
方
に
は「
配
分
金
支
払
証
明
書
」

ま
た
、
派
遣
会
員
の
方
に
は
「
源

泉
徴
収
票
」
を
送
付
い
た
し
ま
す

の
で
、
申
告
時
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

確
定
申
告
に
つ
い
て

確定申告期間
令和７年２月17日㈪
� ～３月17日㈪

会員数会員数（令和６年12月１日現在）（令和６年12月１日現在）

会員数
地区 男性 女性 合計 前年

同期

吉　田 50 25 75 75
甲　田 52 39 91 91
八千代 30 13 43 44
美土里 25 12 37 35
高　宮 23 12 35 36
向　原 25 13 38 41
合　計 205 114 319 322

（単位：人）

年
始
の
お
知
ら
せ

�　

１
月
６
日（
月
）か
ら
事
務
所

で
の
業
務
を
行
い
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　

み
な
さ
ま
に
は
お
元
気
で
令
和
7
年
を
お

迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
互
助
会
で
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

大
会
の
ほ
か
に
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
も
開
催
さ

れ
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
み
な
さ
ん
が
楽
し
め
る
行
事
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
引

き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

編

集

後

記

　安芸高田市シルバー人材センターでは、独自事業として剪定の枝葉をチップ状
にしたものを発酵させチップ堆肥として製造しています。
　このチップ堆肥は、２２０円（税込）で、ベジパーク安芸高田と安芸高田市ＳＣ
事務所で販売しております。
　庭木や畑や花壇の土づくりに適しておりますので、
ぜひ一度使ってみてください。
　なお、剪定枝葉の中にはチップに出来ないものが
あります。
　有効活用していただける方はぜひ、安芸高田市ＳＣ
事務所（０８２６－４２－４４１１）までご連絡ください。

チップ堆肥のご紹介チップ堆肥のご紹介

大好評


